
























































































































































































































馮夢龍が使った語を A 類，使わなかった語を B 類とした時，『三言』のう
ち，A 類が集中する巻は馮夢龍が創作したか，もしくは彼の手の入れ方が多
かった。それに対し，B 類ばかりで A 類がないのは，古い話本が存在し，














新旧『平妖傳』の比較を通じて10項目ほどの A 類，B 類を抽出した後，
早速『古今小説』に応用してみた。思った通りの傾向が読みとれた。A 類が
偏る巻，B 類が偏る巻がかなり鮮明に現れてきた。しかし，最終判断をする
際，決定打に欠けるうらみがあったので，「これではダメだ。」と思い，もう
一度新旧『平妖傳』の比較に戻ってみた。その結果，さらに20項目ほどの A
類，B 類を抽出できたので，『警世通言』に応用しようと思った。「しかし待
てよ，新旧『平妖傳』以外に，まだ話本には『清平山堂話本』，『熊龍峯小説
四種』もあるから，こういう話本類と『三言』とで共通する巻も比較する必
要もあるな。そうすれば，新旧『平妖傳』とは違う結果が出てくるかも知れ
ない。その両者を満足させる結果が出てくれば，立論の根拠がより強固にな
るはずだ」と思い，そちらを優先させた。その結果，『警世通言』を対象に
調査した結果は，『古今小説』より遥かに手ごたえがあった。
『三言』に関する論文を書いていた時は実に楽しかった。時には，出てき
た結果に昂奮して寝付けないこともあった。それまで「義務」で論文を書い
ていて，論文を書くのが苦痛でしかなかった自分が，初めて「論文を書くの
が楽しい，研究が面白い。」と思えるようになった。今まで何も見えてこな
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かったのが，自分が資料を収集し，分析し，検討してみると，今まで見えか
なかったものが見えてくる，気がつかなかったことに気が付く，これは楽し
い。
角川『中国語大辞典』
太田先生とお話していると，その一言一言に吃驚することをよく経験し
た。角川書店から，『中国語大辞典』が出版されて間もなくの頃の一言もそ
の内の一つだ。その『大辞典』をぱらぱらめくっておられた先生が，一言
おっしゃられた。「あっ，さっき僕が知らない語彙があったよ。メモしてお
けばよかった。」と。この一言を耳にし，私は唖然とした。「こんなに大きな
辞書だから，自分が知らない語彙があるなんて，当たり前じゃないか。」と。
しかし，太田先生の場合は，どうも前提が違うらしい。ひょっとしたら，
「これくらいの辞書に取られている語彙なら，知っている。」というように
思っておられたのかも知れない。でなければ，「あっ，さっき僕の知らない
語彙があった。」というふうな言葉は出てこないだろう。
異体字の問題
『三言』における馮夢龍が創作した巻がどれかを追究することに夢中に
なっていた時，同時に気にかかり始めたのが，異体字の問題であった。
容與堂本『水滸傳』を読んでいた時，方位詞の“li”を表すのに“裏”と
“里”と“裡”以外に“ ”という文字があることに気が付いた。“ ”とい
う文字があることに気が付いたのだが，当初は「“裡”との違いは“、”が１
つか２つかという些細な違いだから，大した問題じゃない。」と思っていた。
ところが，よくよく見てみると，“ ”という表記は各回まんべんなく使わ
れているが，“裡”は使われていない巻がある。これは一体どういうこと
か？という疑問が出てきた。「これは何かあるに違いない。」と直感的に感じ
た。しかし，「何かあるとしても，どう証明すればいい？」というのが次の
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問題であった。そこでヒントとなったのが，レントゲンの断層写真である。
当時，脳や内臓の断層写真というのがテレビで映し出されたり，あるいは新
聞に写真が掲載されたりすることがあった。そういうものを見ると，「この
部分が悪い」ということが明確に分かる。素人でも分かる。あれをこの異体
字研究に応用できないか？具体的には，出版時期が比較的明確な資料を調査
し，あの断層写真のように時代順に並べてみる。そうすれば，その異体字が
出現した時期を特定できるのではないか？と考えた。しかし，それを証明す
るには，相当の分量の資料が必要だ。しかも，方位詞の“li”なんて，それ
こそ掃いて捨てるほど出てくるだろう。それを全部集めるのか？と考えると
ゾッとした。そうすると，またもう一人の自分が囁く。「やってみろよ。で
きあがったら，説得性のあるものになるぞ。」と。
“ge”にしてもそうだ。“ge”には，“箇”，“个”，“個”の三種ある。“个”
は現行の簡体字であるところから，新しい漢字と認識されていることが多い
ようであるが，実はすでに『説文解字』にある。『説文』にはむろん“箇”
もある。ないのは“個”だけである。ということは，“個”の出現が遅かっ
たに違いない。では，何時頃から使われ出したのか？そこで30種ほど，出版
時期が明確な資料を調査し，上述の断層写真のように配列したところ，“個”
という表記は，嘉靖頃から使われ始め，萬暦頃から普及したということが分
かった。こういう調査をすれば，出版時期がはっきりしない資料でも，“li”
や“ge”が，どの表記を用いているかによって，その資料の出版時期が推
定できると考えたのである。
中国は，66年～76年の文化大革命によってほとんどの領域の研究が中断さ
れた。近世語の研究も同じことであった。しかし，改革開放の期間を経たあ
たりから，その様相は大きく変わりつつあった。86年，上海教育学院で開催
された“第三届近代漢語研討会”に出席した折，出版されて間もない龍潜庵
編著『宋元語言詞典』を手にした時，近世語研究が着実な歩みを始めたと感
じた。90年，北京大学に招かれて院生に講義する機会を得たが，その時に優
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秀な研究者が育ちつつあることを肌で感じた。「本国人が本格的な研究を始
めれば，われわれ外国人は太刀打ちできなくなるだろう。本国人と太刀打ち
するには，斬新な研究方法と独自の視点を持たねばならないだろう。」とい
う感を強く持ったが，21世紀を迎え，その気持ちはますます強くなってきて
いる。
※書いておきたい事は多々あるが，きりがないのでこのあたりで擱筆する。
34年間お世話になった神戸外大に感謝しつつ。
　神戸外大の更なる発展を祈りつつ。
